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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 38,079 5.4 0 ― △242 ― 202 ―

22年3月期第2四半期 36,123 △29.6 △2,058 ― △2,359 ― △2,563 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 2.06 1.30
22年3月期第2四半期 △26.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 68,282 5,027 7.3 △10.53

22年3月期 69,978 4,967 7.0 △11.16

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,965百万円 22年3月期  4,902百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,400 △5.2 1,050 ― 650 ― 700 ― 7.12



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
いては、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 98,334,867株 22年3月期  98,334,867株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  55,653株 22年3月期  54,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 98,279,971株 22年3月期2Q 98,283,042株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期の国内経済は、海外での景気回復ペースの鈍化と円高の影響から、足下で輸出を中心に減速感が高

まり始めており、また政府による景気刺激策の効果も徐々に減退して来ています。企業の設備投資の回復力も弱

く、雇用不安や個人所得の減少など、デフレ経済の進行の影響により先行き不透明な状況が続いております。 

 アルミ建材業界におきましても、不動産・マンション市場は景気および雇用情勢の不透明感から未だ本格的な回

復は見られず、またゼネコンの建設受注は緩やかな回復ペースにとどまっており、我々を取り巻く事業環境は依然

として厳しい状況が続いております。 

 こうした中、当社グループでは、リニューアル市場の開拓強化や形材外販事業において新たな用途先の開拓や高

付加価値のアルミ加工品・アルミ精密加工品の受注に注力し、また新規事業としてＬＥＤ事業への取り組みも開始

しております。 

 一方、当社グループは、平成２２年３月期連結会計年度において売上高９１１億６千８百万円、営業損失３億２

千１百万円、経常損失１０億２千２百万円、当期純損失１６億７千９百万円となり、前連結会計年度に引き続いて

２期連続して赤字を計上しております。その主な要因は、景気先行きの不透明感により建設受注の回復が遅れてい

ることにより、当社グループの主力事業である建材事業の受注競争が激化するなど事業環境が悪化していることに

よるものであります。 

 このため、当社グループといたしましては、これまでも設備投資・経費の抑制、人件費等の固定費の削減、希望

退職を含む人員の削減等の合理化、役員報酬の減額幅の拡大などのコスト削減に取り組んでおりますが、当期に新

たな追加合理化策を策定し、市場規模縮小等に対応したビルサッシ国内生産の縮小と海外シフト等の生産体制の見

直し、経費の追加削減、非効率営業拠点の統廃合、発注合理化等の抜本的なコストダウンに順次取り組んでおりま

す。更に、当社は、当期において本部管理部門等で希望退職者の募集と千葉工場の事業規模縮小に伴う生産部門人

員の削減を実施し、子会社においても人員削減に取り組んだ結果、当社グループで当期において社員３４０余名の

人員を削減しております。 

 また、平成２２年４月１日付けで東北地域のグループ再編の実施、平成２２年８月１日付けで産業廃棄物中間処

理業を行っていたエコマックス株式会社の株式譲渡を実施するなど、顧客サービスの向上および経営効率の追求に

よるグループ収益力の強化に努めております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、売上高３８０億７千９百万円（前年同期

比５．４％増）で増収となり、利益面では営業利益０百万円（前年同期比２０億５千９百万円良化）、経常損失２

億４千２百万円（前年同期比２１億１千６百万円良化）と前年同期と比べ大幅に改善しています。また、四半期純

利益につきましては２億２百万円（前年同期比２７億６千６百万円良化）と２期ぶりに黒字転換いたしました。 

 セグメントの業績は以下のとおりであります。 
  
〔建材事業〕 

 主力の建材事業においては、建設市場の縮小に歯止めがかからず、厳しい状況が続き、売上高は前年同期比１．

８％減の２５３億７千５百万円と減収になりました。セグメント損益は合理化効果で前年同期に比べ３億８千５百

万円良化したものの、４億２千７百万円のセクメント損失となりました。 
  
〔形材外販事業〕 

 形材外販事業においては、需要先の業績回復に伴いアルミ精密加工品・アルミ加工品が順調に推移し、売上高は

前年同期比３４．２％増の１００億３千４百万円となり、セグメント利益は前年同期に比べ１４億５千６百万円増

加し８億２千４百万円となり、大幅な増収増益となりました。 
  
〔環境事業〕 

 環境事業においては、都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラントとそれに伴う薬剤販売、都市ゴミリサイクル施

設の設計・製作・工事を行っています。売上高は前期受注工事が順調に施工完了したことから前年同期比２７．

６％増の１７億２千６百万円となりましたが、セグメント利益は１千９百万円となり利益を確保したものの、前年

同期に若干届かず７百万円の減益となりました。 
  
〔その他事業〕 

 その他事業の主なものは、産業廃棄物処理業・運送業等ですが、８月１日付けで産業廃棄物中間処理業を行って

いたエコマックス株式会社の全株式を譲渡したことにより売上高は前年同期比３５．５％減の９億４千３百万円と

減収になりました。セグメント利益は合理化効果に加え運送業等において新規顧客や新規物件の獲得などにより前

年同期に比べ４千万円増加し、１億５千８百万円と増益になりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末の総資産は、季節要因による売上債権の減少等により、前期末に比し１６億９千６百万円減少の

６８２億８千２百万円となりました。なお、純資産は５０億２千７百万円、自己資本比率は７.３％であります。 

  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ１３億６千９百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には５８億７千４百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、１１億５千万円（前年同期は３億９千万円の使用）となりました。これは主に

たな卸資産の増加によるものであります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、２億７千２百万円（前年同期は１億８千６百万円の獲得）となりました。これ

は主に連結関係会社株式の売却による収入によるものであります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、４億８千８百万円（前年同期は２億６千８百万円の獲得）となりました。これ

は主に借入金の返済による支出によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、概ね計画通りに推移していることから平成２２年７月３０日に公表いたしまし

た予想数値から変更はいたしておりません。 

 また、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因については、平成２２年５月１２日公表の平成２２年３月期

の決算短信の６ページを参照ください。なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありませ

ん。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 当社不二サッシ株式会社は、平成２２年４月１日を効力発生日とし、不二サッシ株式会社を分割会社、株式会社

不二サッシ東北を承継会社とする吸収分割により、当社の事業の一部を１００％子会社である株式会社不二サッシ

東北に承継させました。また、平成２２年４月１日を効力発生日とし、秋田不二サッシ販売株式会社および岩手不

二サッシ販売株式会社を消滅会社、株式会社不二サッシ東北を存続会社とする吸収合併を実施しております。  

 なお、当社の連結子会社でありましたエコマックス株式会社は、当社が100％所有しておりました全株式を８月

１日をもってジャパンウェイスト株式会社に譲渡したため、当四半期連結累計期間末において連結の範囲から除外

しております。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算に

おいて算定した貸倒実績率等を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は 百万円減少し、経常損失は、 百万円増加し、税金等調整

前四半期純利益は、 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

百万円であります。    

② 企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

③ 表示方法の変更 

 （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

  

２．その他の情報

4 4

225

252
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,238 8,402

受取手形及び売掛金 14,890 17,742

商品及び製品 966 963

仕掛品 13,058 9,567

原材料及び貯蔵品 2,732 2,946

販売用不動産 227 236

その他 1,535 1,673

貸倒引当金 △733 △841

流動資産合計 39,915 40,690

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,827 35,899

減価償却累計額及び減損損失累計額 △27,555 △27,303

建物及び構築物（純額） 8,272 8,596

土地 13,251 13,271

その他 59,792 59,960

減価償却累計額及び減損損失累計額 △56,473 △56,287

その他（純額） 3,319 3,673

有形固定資産合計 24,843 25,541

無形固定資産   

その他 93 100

無形固定資産合計 93 100

投資その他の資産   

投資有価証券 1,433 1,573

長期貸付金 85 115

繰延税金資産 175 175

その他 3,094 3,090

貸倒引当金 △1,357 △1,309

投資その他の資産合計 3,430 3,646

固定資産合計 28,366 29,288

資産合計 68,282 69,978
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,513 17,392

短期借入金 26,522 26,884

未払法人税等 134 217

前受金 6,987 4,498

役員賞与引当金 0 0

工事損失引当金 184 165

資産除去債務 7 －

その他 2,296 2,739

流動負債合計 50,646 51,899

固定負債   

長期借入金 864 1,013

繰延税金負債 224 224

再評価に係る繰延税金負債 492 492

退職給付引当金 10,046 10,596

資産除去債務 246 －

負ののれん 0 1

その他 733 784

固定負債合計 12,608 13,111

負債合計 63,255 65,011

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,709 1,709

資本剰余金 814 814

利益剰余金 2,033 1,830

自己株式 △7 △7

株主資本合計 4,550 4,347

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △109 26

土地再評価差額金 1,426 1,426

為替換算調整勘定 △902 △897

評価・換算差額等合計 415 555

少数株主持分 62 64

純資産合計 5,027 4,967

負債純資産合計 68,282 69,978
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 36,123 38,079

売上原価 32,006 33,002

売上総利益 4,117 5,076

販売費及び一般管理費 6,175 5,076

営業利益又は営業損失（△） △2,058 0

営業外収益   

受取利息 14 11

受取配当金 21 16

受取賃貸料 15 14

助成金収入 41 40

その他 46 83

営業外収益合計 140 166

営業外費用   

支払利息 336 325

手形売却損 55 45

持分法による投資損失 9 －

その他 39 39

営業外費用合計 440 410

経常損失（△） △2,359 △242

特別利益   

固定資産売却益 51 3

貸倒引当金戻入額 107 14

役員賞与引当金戻入額 5 －

事業再編損失戻入益 － 120

関係会社株式売却益 － 675

その他 8 41

特別利益合計 172 855

特別損失   

固定資産除却損 22 15

減損損失 6 －

投資有価証券評価損 27 0

賃貸借契約解約損 190 4

退職給付費用 － 56

早期割増退職金 45 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 221

その他 21 3

特別損失合計 313 302

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,500 310

法人税等 64 109

少数株主損益調整前四半期純利益 － 200
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

少数株主損失（△） △1 △2

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,563 202
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△2,500 310

減価償却費 1,166 930

減損損失 6 －

のれん償却額 0 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △295 △60

賞与引当金の増減額（△は減少） △148 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △68 △550

工事損失引当金の増減額（△は減少） 15 19

受取利息及び受取配当金 △36 △28

支払利息 336 325

持分法による投資損益（△は益） 9 －

固定資産除売却損益（△は益） △51 △2

固定資産除却損 22 15

投資有価証券評価損益（△は益） 27 0

売上債権の増減額（△は増加） 6,899 2,745

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,189 △3,270

仕入債務の増減額（△は減少） △4,065 △2,811

前受金の増減額（△は減少） 4,157 2,488

その他 △1,278 △811

小計 3 △699

利息及び配当金の受取額 36 28

利息の支払額 △336 △313

法人税等の支払額 △94 △165

営業活動によるキャッシュ・フロー △390 △1,150

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △323 △388

定期預金の払戻による収入 256 183

有形固定資産の取得による支出 △332 △411

有形固定資産の売却による収入 569 56

投資有価証券の取得による支出 △5 △5

関係会社株式の売却による収入 － 818

その他 22 19

投資活動によるキャッシュ・フロー 186 272
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 515 △110

長期借入れによる収入 545 528

長期借入金の返済による支出 △779 △890

自己株式の取得による支出 △0 －

その他 △12 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー 268 △488

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66 △1,369

現金及び現金同等物の期首残高 4,734 7,243

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,800 5,874
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該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年4月1日 至平成21年9月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 製品の種類及び製造方法の類似性に基づき、ビル用建材品を「ビル建材事業」、住宅用建材品を「住宅建

材事業」とし、アルミ形材を「形材外販事業」としました。また、その他としまして環境関連事業及び不動

産事業等がありますが、売上高等に重要性がないため「その他事業」としてセグメンテーションしておりま

す。 

２．各事業区分の主要製品名 

３．会計処理の方法の変更 

 前第２四半期連結累計期間 

  （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

  第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及

び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し

ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、ビル建材事業の売上高が97百万円（うち

外部顧客に対する売上高97百万円）、営業費用が88百万円増加し、営業損失が９百万円減少しております。

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ビル建材
事業 
(百万円) 

住宅建材
事業 
(百万円) 

形材外販
事業 
(百万円) 

その他事
業 
(百万円) 

計
  

(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
  

(百万円) 

売上高               

(1)外部顧客に対する売

上高 
 20,772  5,056  7,477  2,816  36,123  －  36,123

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 282  24  4,599  1,214  6,120 (6,120)  －

計  21,055  5,081  12,076  4,030  42,244 (6,120)  36,123

営業利益（又は営業損失

（△）） 
 △833  20  △632  145  △1,300 (758)  △2,058

事業区分 主要製品名

ビル建材事業 
カーテンウォール、ビル用サッシ・ドア、中低層用サッシ・ドア、改装用サッシ

等 

住宅建材事業 住宅用サッシ、玄関引戸・ドア、室内建具、エクステリア製品等 

形材外販事業 アルミ形材、アルミ精密加工品 

その他事業 廃棄物処理プラント、不動産、産業廃棄物処理、運送、各種金属の表面処理等 
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、アルミサッシを中心にした「建材事業」、アルミ形材等のアルミ加工品に関する「形材

外販事業」及び都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラント等に関する「環境事業」を主力に事業を展開して

おり、これら３つを報告セグメントとしております。 

 「建材事業」の主な製品にはカーテンウォール、サッシ、ドア、室内建具、エクステリア製品等があり、

「形材外販事業」の主な製品にはアルミ形材、アルミ精密加工品等があります。また、「環境事業」におい

ては、都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラントとそれに伴う薬剤販売、都市ゴミリサイクル施設の設計・

製作・工事を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年4月1日 至平成22年9月30日） 

（単位：百万円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「不動産」、「産業廃棄

物処理」、「運送」、「保管管理」、「各種金属の表面処理」等を含んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                  （単位：百万円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

該当事項はありません。  

  

  報告セグメント

 その他  
 （注） 

合計

  建材  形材外販 環境 計

売上高             

外部顧客に対する売上高  25,375  10,034  1,726  37,135  943  38,079

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 123  4,515  6  4,645  1,385  6,031

計  25,499  14,549  1,732  41,781  2,329  44,111

セグメント利益又は損失

（△） 
 △427  824  19  416  158  575

利益 金額

報告セグメント計  416

「その他」の区分の利益  158

セグメント間取引消去  72

全社費用（注）  △646

四半期連結損益計算書の営業利益   0

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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